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核心は遡行終了後!?                          

 

  南ア・深南部   逆河内 

 

                             田邉 

 

【日時】 2009年8月13日(木)～16日(日) 

【メンバー】L田邉、栗原、斎藤  

 

 今年のお盆山行は昨年のリベンジと、またまた大石川東俣千代吉沢を狙ったのだがま

たも山の神に嫌われ、天気予報では降るはずのない雨が夜半から局地的に降っていた。

雨は出発時になっても降り続いており、その後の天気予報の状況から判断しても、入

渓は厳しいだろうという結論から、昨年も2泊した道の駅・関川をあとに朝一で東京へ

と引き返したのであった。 

帰京の車の中で転進先を3人で検討した結果、お盆山行計画時に転進案としてあがっ

ていた南ア・逆河内にしようということになり、地図と資料を用意するべく私の自宅

へと車を進めたのであった。 

午後の早い時間に一路寸又峡温泉を目指し出発したのだが、折しも静岡であった地

震の影響で東名高速は静岡ＩＣの先で寸断されており、この影響とお盆帰省・ＥＴＣ

割引1000円が重なって、静岡ＩＣより手前から高速・一般道ともに大渋滞が待ってい

たのであった。 

ようやく寸又峡温泉に着いたのは午前0時をまわってしまって、一日移動に費やして

いたので体を動かしていないわりにはなぜかクタクタであった。 

 

8/13(木)晴れ 

 寸又峡温泉からアスファルトの林道を

快適に飛ばす、この林道も地震の影響で

２ヶ所ほど派手に崩れているところがあ

った。林道を歩き始めてすぐのところに

ある「夢の吊り橋」は縦走をやっていた

頃、赤石岳を登ったあとにわざわざ見に

来た思い出がある。月日は早いもので、

もう20年以上も前になってしまった。 

千頭ダムの先からは道が荒れており、

ちょっと行ったところから沢に降りて遡

行開始となった。釣り師のものだろうか、林道終点にはマウンテンバイクが３台置い

てあった。  
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 本流は広い河原状になっているが流れが強いところはスクラムを組んでどんどんと

進んで行く。途中、吊り橋が２つあったがどちらも渡れる状態ではなく、左岸にある

逆河内林道もまともには通行できないことがうかがい知れる。 

上西河内出合を過ぎると、今までの広い河原から両岸が立ったゴルジュ帯が始まる。

ゴルジュといってもそれほど難しいところはないので流れに持っていかれないように

慎重に進んでいく。 

右岸から入る20ｍ滝、多段60ｍ滝を過ぎたところで高い所に吊り橋が見える。この吊

り橋も今では渡れる状態ではない。ここから先も同じような渓相が続く。途中3人の釣

り師に出会う。林道終点に置いてあったマウンテンバイクの持ち主の方々だった。 

柿取沢は8ｍの滝をかけて左岸から入ってくる。さらに進むと右岸から大沢が入って

くる。この先からが「逆」の始まりとなる。もう時間も遅いので、そろそろ幕場を見つ

けてゆっくりとしたいところだ。 

すぐに大きな釜を持った瀑流の4ｍ滝が

現れる。高さ的にはたいしたことはないが、

取り付けそうな左岸の岩はハングしてお

り、落ちたら瀑流に飲み込まれそうなので

素直に巻くことにした。 

ザイルを付けて、栗原さんのリードで右

岸のルンゼを登る。ちょうど滝の上には幕

営できそうな適当な場所があったのでこ

こを今晩の幕場とした。（田邉） 

 

8/14(金)晴れ 

 逆さゴルジュの喉仏で快適に過ごした一夜。朝一から、へつったり、渡渉したりしな

がら水の中をバシャバシャ進んで行く。側壁の高さは50ｍ以上。次々に左右から大き

な沢が滝になって合わさってくる。さらに、あちらこちらの壁から水が噴出している。

通常、沢を分けると水量が減るが、逆河内は進めば進むほど水量が増えてくるような

錯覚に陥るので不思議だ。 

 幅2m全長20mの淵は、高さ1.5mの滝から勢いよく飛び出す水流で真っ白。自分は、こ

こが核心と知らず、入り口で人間ブリッジのポーズを決めて記念撮影。そのまま足が

つくつもりで左から気軽に進んでいったら案外深く浮きそうになる。一旦、体勢を整

えるため2mほど後退。栗原さんが先頭に立つがどうにもならないようだ。この先、こ

んなところが何十箇所も出てきたら日が暮れると思い、とりあえず左側の壁に走って

いるバンドをトラバースして、滝の上から後続にザイルを投げる。栗原さんから引き

上げようとするも、女性の腕力では、水流に逆らって体勢を持ってこれないようだ。

水がジャージャーかかるばかりでどうにもならなそうなので、一旦、リリース。続い

て田邉さん。腕力でロープをしっかりつかんで水流を越えてきた。一人取り残された
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栗原さんの目は高巻きを訴えていたが、そんな軟弱な考えは許されるわけもなく、も

う一度ハーネスにザイルを結び、男２人の力で強引に引き寄せた。後で思い返してみ

ると、この淵が一番楽しいところ。なんで自分は、田邉さんを引き上げた後、滝に飛

び込んで水流突破を試みなかったのかが悔やまれる。 

 さらに進むと、川幅は跨げるほど狭まってくる。逆河内をヒトマタギにし、田邉さん

に記念写真を撮ってもらう。 

 川はクネクネ、右に左に曲がりながら続

くが、いずれも水線沿いに突破可能。右

から合地沢が合わさるとゴルジュも終了。

吊り橋やら林道やら小屋が現れる。間も

なくガードレールを備えたしっかりとし

た橋。その手前に左から明河内が合流。 

 この日はここから釣りタイム。かかって

くるのは７寸ほどのアマゴばかり。大き

いのは釣り人が釣っちゃったのかななど

と、自らの下手な腕を慰める。とりあえず今晩のオカズぐらいを確保したところで納

竿。 

 登るのが難しそうな5mの滝を３つほどまとめて左岸から巻き、しばらく進むと全長

50mほどの大淵が現れる。しまったはずの竿を再度取り出し、田邉さんがルアーを一投。

あちこちからアマゴが集まってきて凄いことになっている。釣りをするなら、ここか

ら上でやればよかったと思いつつ。なかなかルアーにかからない魚群を見て楽しむ。 

 魚がルアーに興味を示さなくなったところで今日の釣りは本当におしまい。大淵を左

から泳いで通過。 

 その先の連瀑帯は右から２回ほど高巻いた。念のため、お助けを出したところがあっ

たが、いずれの高巻きも沢へは懸垂なしで降り立つことができた。 

 この日は早めに行動を切り上げましょうということになり、標高1299の開けた二股を

寝床に決める。アマゴの刺身、ムニエル、味噌汁、塩焼きなど豪華な夕食になった。

深い渓谷の中で焚き火を眺めていると、この瞬間が永遠に続いてくれたらと思わずに

はいられない。（斎藤健） 

 

8/15(土)晴れ 

予定通り順調に進み、今日は稜線に抜ける日だ。稜線のルートファインディングや下

降が少々気になりながら、出発。核心は越えたとは言え、その先も滝やゴルジュが現れ

る。７ｍ魚止めを越え、しばらく行くと、４０ｍ大滝がドドーンと現れた。さすが、立

派なものである。替わり番こに写真を撮った後、左岸のガレから巻いた。戻るとすぐに

二俣になる。ここは右俣の岳薙沢に進路をとる。しばらくはおとなしくなった沢を行く

が、じきまた滝が始まる。が、既に前日までのような流れの強さはなく、楽しんで登れ
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るものが多い。最後の詰めの分岐で少々迷うが、進路を左にとって、水の消えたガレを

登っていく。途中から尾根に上がり、少々藪を漕ぐと、無事目指す稜線に出た。ここか

ら中ノ尾根山まで思ったよりは長かったが、薄い藪をこいで、静かな木々に囲まれた山

頂に着いた。ここで皆で握手、大休止とする。さて、下りをどうするかであるが、この

藪なら、沢を下るより尾根沿いに下りたほうが早いと

みて、尾根沿いに下ることにした。稜線にも所々にテ

ープなどがあり、踏み跡もある。まずは北へ向かう。

突き当ったところから西に向かうが、踏み跡やテープ

がいろいろと交錯し、知らず知らずのうちに西俣沢側

の林道のほうに導かれてしまう。北の梶谷側に下りる

つもりでいたため、戻って再び尾根を進むが、途中か

らまた西俣側のほうに下ってしまった。時間も押して

おり、尾根に戻っても水を得られる見込みがないこと

から、今日はこの辺に泊って、水は少し下って探そう

ということになった。ツエルトの設定を田邉さんに任

せ、斎藤君と水を探しに行く。しっかりした切り開き

の仕事道を下るが、水音ははるか下の西俣沢からしか

聞こえてこない。西俣沢へは高度差 500m 位下らねばならず、もしや水なしの夜になる

のでは、と不安がよぎるが、15 分ほど下ると、仕事小屋跡のような広場が現れた。もし

やと思い、水線が近そうな右側の藪に踏み込んでいくと、果たしてうっすらとした踏み

跡が現れた。赤布を付けながら進んでいくと、水音が聞こえ、無事、水をゲット！この

水探しが今日の一番の核心だったかもしれない。薄暗くなる前にツエルトに戻り、たき

火はないもののいつもの楽しい夜となった。（栗原） 

 

8/16(日)晴れ 

 本日は山行最終日。下界に降りること自体は余裕だが今日中に寸又峡温泉までたどり

着かないと車を回収することができない。 

 平森山から朝日山まではわりと広い尾根が続いており、踏み跡も不明瞭なので迷い易

い。地図では朝日山の西側に南北に破線の

登山道が走っているのだが、行ってみると

明瞭な踏み跡はなく、北北西に延びる広い

尾根の下山道を探すのに苦労してしまっ

た。 

あとでわかったことだが、昨晩泊まった

幕場から仕事道を下ってしまえば、しっか

りとした林道が水窪川右岸に続いている

ので、この林道を使えばゲートまでは苦労
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なくたどり着くことができたのだった。転進故の調べの浅ささなので仕方がない。 

 下山の途中で携帯が繋がったのでタクシー会社に電話をかけるが、お盆の最中だとい

うこともあって、二つ返事で来てくれるところはなかった。何とか水窪町のタクシー会

社に頼み込んだところ、来てくれることになった。 

 下山後はタクシーで水窪駅に向かったものの、時刻表を調べてみると電車を乗り継い

でいくと、今日中には寸又峡温泉にはたどり着けないことがわかった。再度、先ほどの

タクシー会社に連絡に頼んで、東海道本線・磐田駅まで送ってもらったのであった。タ

クシー代は高いことついてしまったが、何とか明るいうちに寸又峡温泉にたどり着くこ

とができて、温泉に入ることもできたし、大井川鉄道のＳＬを見ることができたので良

しとしよう。 

 今回の山行は予想外の大幅な転進であったので、調べも浅く入下山で苦労をしてしま

ったが、お盆らしい充実した山行ができたのは大変有意義なことであった。また、斎藤

君と栗原さんという元気なメンバーに助けられて山行ができたのは心強かった。またよ

ろしくお願いします。 

 

【グレード】5級下 

【行程】8/13 寸又峡温泉(7:15)～千頭ダム(9:20/9:42)～上西河内出合(11:44)～標高

1184の南東ゴルジュ内Ｃ１(17:30) 

8/14 Ｃ１(6:50) ～合地沢出合(10:00/10:30) ～明河内(11:30) ～大淵

(13:30/14:00) ～標高1299の二股Ｃ２(16:20) 

8/15 Ｃ２(6:45)～40ｍ大滝(7:25)～稜線(12:00)～中ノ尾根山(12:30/13:20)

～白倉山(15:40)～Ｃ３(16:45) 

8/16 Ｃ３(5:10)～朝日山(8:40)～湯之沢徒渉点～鶏冠橋(12:10) 

【地図】寸又峡温泉、池口岳


